
私の母校

同
校
の
前
身
の
市
立
太
田

商
業
高
校
は
１
９
６
４
（
昭

和
３９
）
年
開
校
。
２
０
１
２

年
に
中
高
一
貫
校
と
し
て
中

学
校
が
併
設
さ
れ
、
今
年
度
、

普
通
科
を
新
設
し
て
今
の
校

名
に
な
り
ま
し
た
。

百
貨
市
は
、
全
校
生
徒
が

１
人
１
千
円
を
出
資
し
て
株

主
と
な
り
模
擬
株
式
会
社
を

設
立
。
企
画
、
広
告
宣
伝
、
仕

入
れ
、販
売
、決
算
ま
で
生
徒

が
し
ま
す
。
地
域
の
人
々
に

買
い
物
を
通
し
て
学
校
を
知

っ
て
も
ら
い
、
生
徒
に
と
っ

て
は
商
業
科
目
で
学
ん
だ
こ

と
を
実
践
す
る
の
が
目
的

で
、９６
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。

４
月
に
２
、
３
年
生
の
各

ク
ラ
ス
か
ら
選
ば
れ
た
計
２０

人
の
取
締
役
が
中
心
と
な
っ

て
準
備
を
進
め
、
７
月
の
株

主
総
会
で
承
認
を
得
て
、
社

長
を
は
じ
め
役
職
が
決
ま
り

ま
す
。
「
誠
実
運
営
・
友
愛

販
売
・
未
来
創
造
」
と
い
う

社
訓
（
社
員
の
指
針
）
も
あ

り
ま
す
。

「
今
年
か
ら
校
名
は
変
わ

り
ま
し
た
が
、
中
身
は
伝
統

を
守
っ
て
い
ま
す
」
と
、
副

す

ず

き

は

な

社
長
の
鈴
木
華
さ
ん
（
３

年
）。
各
ク
ラ
ス
２
店
舗
、
計

３４
店
舗
が
校
舎
入
り
口
の
広

場
と
体
育
館
に
並
び
ま
す
。

「
ク
ラ
ス
の
結
び
つ
き
が
強

ま
る
行
事
。
目
標
は
売
り
上

げ
１
千
万
円
で
す
」

広
場
に
は
、
午
前
１０
時
の

営
業
開
始
を
待
た
ず
に
、
お

客
さ
ん
が
集
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
焼
き
鳥
な
ど
の
屋
台
に

加
え
、
魚
屋
、
米
屋
、
八
百

屋
、
果
物
屋
、
漬
け
物
屋
、

花
屋
な
ど
。
体
育
館
に
は
文

房
具
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
、
和

菓
子
、
パ
ン
、
地
元
の
特
産

品
、
輸
入
食
品
な
ど
が
ず
ら

り
と
並
び
、ま
さ
に
「
百
貨
」

市
で
す
。

近
く
に
住
む
５０
代
の
男
性

は
７
、
８
年
前
か
ら
毎
年
来

て
い
る
と
い
い
「
は
つ
ら
つ

と
し

た

生

徒

の

姿

が

い

い
」。
５
年
ほ
ど
通
っ
て
い
る

と
い
う
女
性
は
「
去
年
は
パ

ン
ジ
ー
の
鉢
植
え
を
生
徒
さ

ん
に
駐
車
場
ま
で
運
ん
で
も

ら
っ
た
の
。
み
ん
な
本
当
に

親
切
。安
さ
も
魅
力
で
す
」。

値
段
は
全
体
的
に
安
く
設

定
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば

パ
ン
は
学
校
近
く
の
パ
ン
屋

さ
ん
の
商
品
が
お
店
よ
り
５

円
か
ら
１０
円
安
く
、
和
菓
子

も
１
割
ほ
ど
割
安
で
す
。

「
そ
れ
で
も
安
い
店
は
ほ

か
に
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
、

来
て
く
だ
さ
る
の
が
あ
り
が

た
い
。
以
前
、
視
察
に
来
た

他
県
の
高
校
の
先
生
も
『
こ

ん
な
に
お
客
さ
ん
が
来
る
ん

で
す
か
』
と
驚
い
て
い
ま
し

く

ぼ

た

ひ
さ
し

た
」
と
、
担
当
の
久
保
田
尚

先
生
は
い
い
ま
す
。

新
潟
市
の
お
米
屋
さ
ん
、

は

せ

が

わ

ひ

ろ

の

り

長
谷
川
尋
紀
さ
ん
は
、
先
生

と
知
り
合
い
だ
っ
た
縁
で
１０

年
ほ
ど
前
か
ら
お
米
を
百
貨

市
に
出
し
て
い
ま
す
。
「
今

朝
３
時
半
に
新
潟
を
出
て
３

ト
ン

の
米
を
運
ん
で
き
ま
し

た
。
生
徒
さ
ん
と
仕
入
れ
の

交
渉
か
ら
並
べ
方
ま
で
つ
き

あ
う
の
で
、
２
日
間
終
わ
っ

て
帰
る
と
き
は
い
つ
も
涙
、

涙
で
す
」

２
日
間
を
通
し
て
の
売
り

上
げ
は
概
算
で
計
約
１
０
０

３
万
円
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

１２
月
の
株
主
総
会
で
報
告
さ

れ
ま
す
。

お

お

た

群
馬
県
太
田
市
立
太
田
高
校
で
１０
月
３１
日
か
ら
２
日
間
、

食
料
品
や
日
用
品
な
ど
様
々
な
商
品
を
生
徒
が
仕
入
れ
、
販

ひ
ゃ
っ

か

い

ち

売
す
る
「
百
貨
市
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
で
１９
回
目
と

な
り
、
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
地
域
の
人
も
い
ま
す
。
２

日
間
で
計
約
６
５
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

（
編
集
委
員
・
吉
田
由
紀
）

群馬県太田市立
太田高校

友愛販売で地域に根づく百貨市友愛販売で地域に根づく百貨市
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本
の
い
い
と
こ
ろ
を
踏
ま
え

つ
つ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

を
忘
れ
な
い
」。
抱
一
の
よ
う

に
う
ま
く
融
合
し
て
い
く
姿

勢
を
若
い
学
生
た
ち
に
伝
え

て
い
き
た
い
。

東
京
大
学
理
事
を
経
て
、

現
在
、
一
橋
大
学
大
学
院
教

え

が

わ

ま

さ

こ

授
の
江
川
雅
子
さ
ん
（
７６
年

卒
）
も
、
在
学
中
に
制
服
が

な
く
な
っ
た
。
学
校
側
か
ら

「
制
服
を
や
め
ま
す
」
と
伝

え
ら
れ
、
「
あ
ぜ
ん
と
し

た
」。同

時
通
訳
に
憧
れ
、
高
３

で
１
年
間
、
米
国
に
留
学
し

た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の

小
さ
な
町
で
、
ホ
ス
ト
マ
ザ

ー
は
看
護
師
を
し
な
が
ら
子

育
て
を
し
て
い
た
。
「
仕
事

を
ず
っ
と
続
け
た
い
と
思
っ

た
の
は
、
こ
の
お
母
さ
ん
の

影
響
が
強
い
」
と
話
す
。

東
大
に
進
学
し
、
外
資
系

金
融
機
関
へ
の
就
職
を
経
て

米
国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
経
営

大
学
院
で
Ｍ
Ｂ
Ａ
（
経
営
学

修
士
）
を
取
得
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
と
東
京
で
投
資
銀
行
に

勤
務
後
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ

ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
日
本
リ

サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
長
な
ど

を
務
め
た
。

自
分
で
考
え
、
行
動
に
責

任
を
持
つ
と
い
う
個
人
主
義

的
な
姿
勢
は
「
女
子
学
院
時

代
に
確
立
し
た
と
思
い
ま

す
」。
国
際
的
な
活
躍
を
す
る

素
地
の
一
つ
だ
。
ま
た
、
キ

リ
ス
ト
教
系
の
同
校
で
「
聖

書
」
を
学
ん
だ
こ
と
で
、「
西

洋
文
化
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
が

理
解
で
き
ま
し
た
」。

（
編
集
委
員
・
根
本
理
香
）

論
が
あ
っ
た
が
、
玉
蟲
さ
ん

は
「
そ
ん
な
に
変
わ
ら
な
い

だ
ろ
う
」
と
予
想
し
た
。「
ふ

た
を
開
け
れ
ば
、
思
っ
た
通

り
だ
っ
た
」

女
子
学
院
時
代
の
玉
蟲
さ

ん
は
、
都
心
と
い
う
学
校
の

立
地
を
生
か
し
、
「
街
の
中

か
ら
生
ま
れ
て
く
る
文
化
を

肌
で
感
じ
た
」。
美
術
展
に
行

く
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
。

東
北
大
学
で
日
本
美
術
史

を
学
ん
だ
。
江
戸
時
代
の
絵

り

ん

ぱ

画
の
一
流
派
で
あ
る
琳
派
、

さ

か

い

中
で
も
江
戸
の
画
家
、
酒
井

ほ

う

い

つ

お

が

た

こ

う

抱
一
を
研
究
し
た
。
尾
形
光

り

ん琳
ら
京
都
の
画
家
の
装
飾
性

を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
、
江

戸
の
代
表
的
な
花
、
ア
サ
ガ

オ
を
描
く
な
ど
、
「
伝
統
を

継
承
し
な
が
ら
、
よ
く
整

理
・
理
解
し
て
自
分
の
世
界

観
を
表
現
し
て
い
る
」
と
魅

力
を
語
る
。

都
内
の
美
術
館
で
２０
年
あ

ま
り
学
芸
員
を
務
め
た
後
、

２
０
０
１
年
か
ら
現
職
。
日

本
美
術
史
を
教
え
る
。
「
日

私
立
女
子
校
に
は
珍
し

く
、
女
子
学
院
に
は
制
服
が

な
い
。
以
前
は
あ
っ
た
が
、

１
９
７
２
年
に
「
服
装
は
自

分
で
選
び
取
る
も
の
」
と
の

考
え
か
ら
、
着
用
義
務
を
な

く
し
た
。
入
学
式
や
ク
リ
ス

マ
ス
礼
拝
な
ど
改
ま
っ
た
行

事
で
、
前
の
制
服
と
同
じ
デ

ザ
イ
ン
の
服
を
着
る
生
徒
も

い
る
が
、
基
本
的
に
は
各
自

が
自
由
な
服
装
で
通
学
す

る
。武

蔵
野
美
術
大
学
教
授
の

た

ま

む

し

さ

と

こ

玉
蟲
敏
子
さ
ん
（
１
９
７
４

年
卒
）
は
高
２
で
制
服
廃
止

を
経
験
す
る
。
廃
止
に
あ
た

っ
て
は
、生
徒
の
中
で
も
「
す

ご
く
派
手
な
格
好
を
し
て
き

た
ら
ど
う
す
る
」
な
ど
の
議

女子学院中学・高校④（東京都千代田区）

制服も、生き方も、選び取れ！

「
こ
れ
か
ら
の
女
性
の
生
き
方
な

ど
、
女
子
学
院
で
は
女
子
教
育
の

最
先
端
を
学
ん
だ
」
と
玉
蟲
敏
子

さ
ん

若
い
人
に
は
「
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
て
、
好
き
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
」
と
江
川
雅
子
さ
ん

人
気
の
魚
を
ず
ら
り
と
な
ら
べ
た
魚

売
り
場
。
仕
入
れ
、
陳
列
、
接
客
な

ど
多
く
を
学
び
ま
す
。
地
域
の
小
学

生
も
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
お
手
伝
い

�
ど
れ
も
群
馬
県
太
田
市
の
市
立
太

田
高
校

八百屋 米屋 文房具屋

パン屋
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２

日
間
で
計
約
６
５
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

（
編
集
委
員
・
吉
田
由
紀
）

群馬県太田市立
太田高校

友愛販売で地域に根づく百貨市友愛販売で地域に根づく百貨市

（第三種郵便物認可） １０２０１５年（平成２７年）１１月８日

本
の
い
い
と
こ
ろ
を
踏
ま
え

つ
つ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

を
忘
れ
な
い
」。
抱
一
の
よ
う

に
う
ま
く
融
合
し
て
い
く
姿

勢
を
若
い
学
生
た
ち
に
伝
え

て
い
き
た
い
。

東
京
大
学
理
事
を
経
て
、

現
在
、
一
橋
大
学
大
学
院
教

授
の
江
川
雅
子
さ
ん
（
７６
年

卒
）
も
、
在
学
中
に
制
服
が

な
く
な
っ
た
。
学
校
側
か
ら

「
制
服
を
や
め
ま
す
」
と
伝

え
ら
れ
、
「
あ
ぜ
ん
と
し

た
」。同

時
通
訳
に
憧
れ
、
高
３

で
１
年
間
、
米
国
に
留
学
し

た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の

小
さ
な
町
で
、
ホ
ス
ト
マ
ザ

ー
は
看
護
師
を
し
な
が
ら
子

育
て
を
し
て
い
た
。
「
仕
事

を
ず
っ
と
続
け
た
い
と
思
っ

た
の
は
、
こ
の
お
母
さ
ん
の

影
響
が
強
い
」
と
話
す
。

東
大
に
進
学
し
、
外
資
系

金
融
機
関
へ
の
就
職
を
経
て

米
国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
経
営

大
学
院
で
Ｍ
Ｂ
Ａ
（
経
営
学

修
士
）
を
取
得
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
と
東
京
で
投
資
銀
行
に

勤
務
後
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ

ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
日
本
リ

サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
長
な
ど

を
務
め
た
。

自
分
で
考
え
、
行
動
に
責

任
を
持
つ
と
い
う
個
人
主
義

的
な
姿
勢
は
「
女
子
学
院
時

代
に
確
立
し
た
と
思
い
ま

す
」。
国
際
的
な
活
躍
を
す
る

素
地
の
一
つ
だ
。
ま
た
、
キ

リ
ス
ト
教
系
の
同
校
で
「
聖

書
」
を
学
ん
だ
こ
と
で
、「
西

洋
文
化
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
が

理
解
で
き
ま
し
た
」。

（
編
集
委
員
・
根
本
理
香
）

論
が
あ
っ
た
が
、
玉
蟲
さ
ん

は
「
そ
ん
な
に
変
わ
ら
な
い

だ
ろ
う
」
と
予
想
し
た
。「
ふ

た
を
開
け
れ
ば
、
思
っ
た
通

り
だ
っ
た
」

女
子
学
院
時
代
の
玉
蟲
さ

ん
は
、
都
心
と
い
う
学
校
の

立
地
を
生
か
し
、
「
街
の
中

か
ら
生
ま
れ
て
く
る
文
化
を

肌
で
感
じ
た
」。
美
術
展
に
行

く
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
。

東
北
大
学
で
日
本
美
術
史

を
学
ん
だ
。
江
戸
時
代
の
絵

画
の
一
流
派
で
あ
る
琳
派
、

中
で
も
江
戸
の
画
家
、
酒
井

抱
一
を
研
究
し
た
。
尾
形
光

琳
ら
京
都
の
画
家
の
装
飾
性

を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
、
江

戸
の
代
表
的
な
花
、
ア
サ
ガ

オ
を
描
く
な
ど
、
「
伝
統
を

継
承
し
な
が
ら
、
よ
く
整

理
・
理
解
し
て
自
分
の
世
界

観
を
表
現
し
て
い
る
」
と
魅

力
を
語
る
。

都
内
の
美
術
館
で
２０
年
あ

ま
り
学
芸
員
を
務
め
た
後
、

２
０
０
１
年
か
ら
現
職
。
日

本
美
術
史
を
教
え
る
。
「
日

私
立
女
子
校
に
は
珍
し

く
、
女
子
学
院
に
は
制
服
が

な
い
。
以
前
は
あ
っ
た
が
、

１
９
７
２
年
に
「
服
装
は
自

分
で
選
び
取
る
も
の
」
と
の

考
え
か
ら
、
着
用
義
務
を
な

く
し
た
。
入
学
式
や
ク
リ
ス

マ
ス
礼
拝
な
ど
改
ま
っ
た
行

事
で
、
前
の
制
服
と
同
じ
デ

ザ
イ
ン
の
服
を
着
る
生
徒
も

い
る
が
、
基
本
的
に
は
各
自

が
自
由
な
服
装
で
通
学
す

る
。武

蔵
野
美
術
大
学
教
授
の

玉
蟲
敏
子
さ
ん
（
１
９
７
４

年
卒
）
は
高
２
で
制
服
廃
止

を
経
験
す
る
。
廃
止
に
あ
た

っ
て
は
、生
徒
の
中
で
も
「
す

ご
く
派
手
な
格
好
を
し
て
き

た
ら
ど
う
す
る
」
な
ど
の
議

女子学院中学・高校④（東京都千代田区）

制服も、生き方も、選び取れ！

「
こ
れ
か
ら
の
女
性
の
生
き
方
な

ど
、
女
子
学
院
で
は
女
子
教
育
の

最
先
端
を
学
ん
だ
」
と
玉
蟲
敏
子

さ
ん

若
い
人
に
は
「
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
て
、
好
き
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
」
と
江
川
雅
子
さ
ん

人
気
の
魚
を
ず
ら
り
と
な
ら
べ
た
魚

売
り
場
。
仕
入
れ
、
陳
列
、
接
客
な

ど
多
く
を
学
び
ま
す
。
地
域
の
小
学

生
も
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
お
手
伝
い

�
ど
れ
も
群
馬
県
太
田
市
の
市
立
太

田
高
校

八百屋 米屋 文房具屋

パン屋




